
 

 

 

 

 

 

                           

             

 

 

 

 

 

 

   

 

                      

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日中のぽかぽかしたお日様がより暖かく感じられる程の朝晩の冷え込み、晩秋の気配が深まる頃となりま

した。 

 ますます深まる秋を感じながら、自然との触れ合いを楽しんでいる子どもたち。自分でできることが増え

「一人で着替えができたよ」「一人で帽子がかぶれたよ」と自信をつけています。冬へと変わりゆくこの頃、

衣服をこまめに調整し、体調管理に気を配りながら元気いっぱいに園生活を送りたいと思います。 

 また、保育参加や個人面談では、些細なことでもよいのでお家での様子や園での出来事を共有していきた

いです。 

ねらい 

・保育者に見守られながら、身のまわりのことを自

分でやろうとする。 

・秋の自然に触れながら、さまざまな遊びを楽しむ。 

 

＜おねがい＞ 

●日中の気温が低くなってきたため、外用ジャンパ

ーのご用意をお願いいたします。 

（※安全のためフードなしで、子どもが自分で着脱

しやすいものでお願いします。） 

●服の量、サイズや素材の点検を、時々お願いいた

します。 

●持ち物には必ず、記名をお願いいたします。 

202３年 11 月 

尚徳福祉会 馬橋保育園 

 

ちゅうりっぷ 

＜11 月の予定＞  

１４日 乳児計測 

２４日 避難訓練 

      

こんなに成長しました！ 

 今年度も半年以上が経ちどんどん大きくなるちゅ

りっぷ組さん！最初は一人で着替えたり、靴を履い

たりするのが難しい子も「自分でやる」と挑戦しよう

とする姿が多く見られるようになりました。中には

袖を上手に通しお手伝いなしでやる子も見られ、「ト

イレ行きたい」「パンツはきたい」と友だちの姿を見

ながら意欲的に頑張ろうとする姿も増えてきまし

た。まだまだ個人差はありますが、「やってみようと

する大切さ」を大事にしていきながら一人一人にあ

った援助をしていき、失敗しても次につなげられる

ような声かけやサポートを丁寧にしていきたいと思

います。 

        公園楽しいね！ 

  気温も低くなり、涼しい日が多くなってきました。散歩

にも行けることが増え、公園では、「ねえねえ、見つけた

よ」とミミズ、あぶら虫を見つけたり、「これなに？」と

木に生えているキノコ見つけたりしていました。また、栗

やどんぐりがたくさん落ちている季節でもあり、拾った

ものを袋や紙コップに一つずつ入れながら嬉しそうに

「お父さん、お母さんに見せたい」と落とさないように大

事に握りしめていました。 

  小さい子にも興味をもちはじめ、たんぽぽ組、もも組さ

んがいるとお世話してくれる子も増えてきました。帰る

時には、ハイタッチをしながらお見送りをし「また遊ぼう

ね」と、次回を楽しみにしている様子が見られました。  

 


